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チャペル・ウィーク

●　礼拝堂は、神に礼拝を捧げるための神聖な場所です。堂内では、私語を慎み、静粛を
保つよう心がけて下さい。

●　飲食物の持ち込みは禁止です。携帯電話・スマートフォンは必ず電源を切るかマナーモード
にして下さい。礼拝堂内では脱帽して下さい。

●　礼拝の中で、「祈祷」の時には、目を閉じ、手を組み、頭を垂れ、祈りにふさわしい
姿勢を取り、祈る人の言葉に集中して下さい。

●　礼拝とは、前奏、讃美歌、聖書朗読、説教、祈り、後奏までを含んだものを言います。
説教が終わったとたんに退席するなど、礼拝途中での出入りは慎んで下さい。　

本学在学中に、教会で洗礼を受けられた方は、各キャンパス宗教センターにお申し出下さい。
洗礼を受けられた方へ

日　時　５月２６日、６月１６日　１０時３０分～１１時３０分
場　所　青山キャンパス　ガウチャー記念礼拝堂

学生歓迎日曜礼拝

火曜日の18：00～ ドラムやギターを使った現代的な音楽を用いた礼拝を学生中心で行っています｡
この礼拝に関心のある学生奉仕者を随時募集しています｡

コンテンポラリー礼拝（青山キャンパス  夕礼拝）　学生奉仕者募集！

青山学院大学・短大礼拝週報青山学院大学・短大礼拝週報
復活節第4週

　スクーンメーカーはニューヨーク州の出身で、

若くして小・中学校の教師をしていましたが、

外国伝道の使命を感じて、単身赴任して

日本人のために宣教することを決意し、

1874（明治7）年10月、米国メソジスト

監督教会から日本への最初の婦人宣教師と

して派遣されました。わずか23歳という若さ

でした。彼女は来日すると、さっそく不眠不休の

努力を開始し、一カ月後には早くも麻布本村町に

一軒の家を間借りして学校を開くに至りました。11月16日のことで、校名を

「女子小学校」と称しました。これが青山学院の源流の一つであり、学院はこの

11月16日をもって創立記念日としています。

青山学院の歩み［5］
ドーラ・E・スクーンメーカー
（Dora E. Schoonmaker）

今年度の主題聖句

人にしてもらいたいと思うことは何でも、あなたがたも人にしなさい。

（マタイによる福音書  第7章12節）

各キャンパスでは、宗教主任が個人相談に応じ、また教会紹介などを行っています。
希望者は、下記オフィスアワーにどうぞ遠慮なくおいで下さい。
教会紹介は、各キャンパス宗教センターでも随時行っています。

カウンセリング・教会紹介

【青山キャンパス】
担当者 研　究　室 オフィスアワー
塩谷 直也
シュー土戸 ポール
伊藤 　悟
大島　 力
髙砂 民宣
左近　 豊
森島　 豊

間島記念館3階
16号館601
　  〃　 602
間島記念館1階
間島記念館3階

〃
〃

（土）12：40～13：10
（木）13：00～15：00 
（木）14：00～16：30
（火）13：30～14：45
（火）1３：30～15：00
（月）13：20～14：50
（金）13：20～14：50

宗教センター：C棟（チャペル）1階  TEL 042－759－6009

担 当 者 研　究　室 オフィスアワー

福嶋 裕子

大宮 　謙

藤原 淳賀

吉岡 康子

David Reedy

C棟（チャペル）2階

〃

〃

〃

B棟701

（水）12：30～13：20

（月）12：3０～14：0０

（火）14：0０～15：0０

（水）12：3０～13：2０

（水）13：3０～14：3０

【相模原キャンパス】

宗教センター：間島記念館1階  TEL 03－3409－6537



今週の聖句
解説：私たちはすべて親から生まれてきました。親もまたその親から生まれました。父母を敬えというのは、すべての命は与えられた命であり、誰一人自分の力で命を
生み出した者はいないことを示します。またそれゆえすべての命は愛おしむべきものであることを告げています。神の民のコミュニティを形成するときにもその大事な基盤と
なるのは親子の関係であり、大切なことは親から子へ、世代から世代へと伝えられていきます。

青山キャンパス／ガウチャー記念礼拝堂 相模原キャンパス／ウェスレー・チャペル

「あなたの父母を敬え。」（出エジプト記  第２０章１２節）

＜チャペル・ウィーク＞ （月～金・10時25分～11時05分） 
夕礼拝／短大礼拝堂
（火・18時～18時30分） ＜チャペル・ウィーク＞　  （月～金・10時25分～11時05分）

5月13日（月）5月13日（月） 5月14日（火） 5月15日（水）
夕礼拝（通常礼拝）

5月16日（木） 5月17日（金）5月16日（木）

5月14日（火） 5月14日（火）

5月15日（水） 5月17日（金）

前　奏
招　詞
讃美歌
聖　書

奨　励
祈　祷
頌　栄
祝　祷
後　奏

 奏楽　鷺　　晶子

（茶色） 308
黙示録 3：20
　　　　（新457頁）

「生活と祈り」

（茶色） 540

前　奏
招　詞
讃美歌
聖　書

奨　励
祈　祷
頌　栄
祝　祷
後　奏

 奏楽　作井清雅子

（茶色） Ⅱ161
イザヤ 43：19
　　　 （旧1131頁）

「新しい日ははじまる」

（茶色） 544

前　奏
招　詞
讃美歌
聖　書

説　教

祈　祷
頌　栄
祝　祷
後　奏

 奏楽　松浦　光子

「驚くばかりの」
ヨハネ 15：26,27
　　　　（新199頁）
「主の良くして
  くださったことの証し」

（灰色） 26

司式　伊藤　　悟
奨励　保々　和宏
　　　 （横須賀学院理事長）

前　奏
招　詞
讃美歌
聖　書

奨　励
祈　祷
頌　栄
祝　祷
後　奏

 奏楽　作井清雅子

（灰色） 522
創世記 1：31
　　　　（旧2頁）

「暗闇から光へ」

（灰色） 28

司式　福嶋　裕子
奨励　鈴木まどか
　（元陸上選手・スポーツ宣教師）

司式　伊藤　　悟
奨励　木村 護郎クリストフ
　　　 （上智大学教授）

司式　森島　　豊
説教　奥田　英男
（㈲オクダ商事・オクダ建設㈱社長）

前　奏
招　詞
讃美歌
聖　書

説　教

祈　祷
頌　栄
祝　祷
後　奏

 奏楽　堀井美和子

（灰色） 57
ヨハネ 8：31～36
　　　　（新182頁）
「俺は青学卒の牧師、
  自由すぎてごめん！」

（灰色） 27

司式　髙砂　民宣
説教　関野　和寛
　　 （ルーテル東京教会牧師）

司式　シュー土戸 ポール
奨励　神山　みさ
　（ゴスペルフォーク・シンガー）

前　奏
招　詞
讃美歌
聖　書

説　教

祈　祷
頌　栄
祝　祷
後　奏

 奏楽　坂戸　真美

（灰色） 432
マルコ 5：35～42
　　　　  （新70頁）
「タリタ、クム。
  少女よ、起きなさい」

（灰色） 28

司式　左近　　豊
説教　岩上真歩子
（東京都スクールカウンセラー・牧師）

前　奏
招　詞
讃美歌
聖　書

奨　励
祈　祷
頌　栄
祝　祷
後　奏

 奏楽　羽柴　真樹

（灰色） 79
ゼカリヤ 8：4,5
　　　 （旧1487頁）

「人びとのかたち」

（灰色） 27

司会　David Reedy
奨励　星野　拓也
  （こども食堂「ぶどうの枝」代表）

前　奏
招　詞
讃美歌
聖　書

奨　励

祈　祷
頌　栄
祝　祷
後　奏

 奏楽　堀井美和子

（茶色） 284
出エジプト 3：1～6
　　　　  （旧96頁）
「燃え尽きない柴
  ―この不思議な光景を
　　　　　  見届けよう」

（茶色） 544

司式　藤原　淳賀
奨励　島田　由紀
 　　　 （聖学院大学准教授）

前　奏
招　詞
讃美歌
聖　書

奨　励

祈　祷
頌　栄
祝　祷
後　奏

 奏楽　堀井美和子

（茶色） 158
Ⅰコリント 10：13
　　　　（新312頁）

「SwingとBlues
　　　  歓喜と試練」

（茶色） 539

司式　大宮　　謙
奨励　向井　志門
　　　 （サックス奏者）

前　奏
招　詞
讃美歌
聖　書

奨　励

祈　祷
頌　栄
祝　祷
後　奏

 奏楽　越川伊豆美

（灰色） 494
ローマ 12：17,18
　　　　（新292頁）
「『全ての人と平和に
　　　暮らしなさい』
  ―でもどうやって？」

（灰色） 25
讃美歌（灰色）:讃美歌21
讃美歌（茶色）：讃美歌・讃美歌第二編

コンテンポラリー礼拝

聖　書
　
メッセージ

　
　　　　ワーシップ・ディレクター

Ⅱコリント 12：9
　　　   （新339頁）

　「与えられている
　　 　　　　十分な恵み」

      MIGIWA
（ゴスペル・シンガー）

　　　　塩谷　達也



東京女子大学文学研究科心理学専攻修了。Asbery Theological Seminary 
Master of Divinity, Nazarene Theological College Master of Arts in 
Theology 修了。現在、東京都公立学校スクールカウンセラー、心のケア
ミニストリー タリタ・クム代表、牧師。シオンの群教会出席。

栃木県立壬生高等学校卒業。その後ロンドンへ語学留学。現在、ゴスペ
ルフォーク・シンガー、作詞・作曲家として活動中。１９９８年モスバーガー
のクリスマスソング・コンテストでグランプリを受賞。その後、東京の音楽
事務所と契約を結び活動。スペイン映画「あなたになら言える秘密の
こと」で挿入歌に起用される。２０１１年以降は被災地での支援コンサー
トも継続中。自伝『新しい日ははじまる』（shin Corporation）、讃美歌
カバーアルバム「On my side」他。福音伝道教団笹塚キリスト教会会員。

一橋大学大学院言語社会研究科博士後期課程修了。慶應義塾大学専任
講師などを経て、現在、上智大学外国語学部ドイツ語学科教授、大学院
国際関係論専攻主任。また、ヴィアドリナ・ヨーロッパ大学客員研究員、
北海道大学客員教授なども務める。専門は言語社会学、異言語教育
学、媒介言語論。著書『節英のすすめ ―脱英語依存こそ国際化・グロ
ーバル化対応のカギ！』（萬書房）他。無教会派自由が丘集会出席。

町立羽村第１中学校卒業、JTJ宣教神学校卒業。現在、㈲オクダ商事、
オクダ建設㈱代表取締役社長。２３歳で父の事業を引き継ぎ３３年間２
つの会社の黒字経営を更新中。周囲の賞賛を浴びる中、突然うつにな
り、この世の繁栄では心は満たされないことを知る。真の心の充足を求
め、辿り着いた「真理のことば」を用いて、「よろこび研究会」を主宰
し、人々に自由と解放の種を蒔き続けている。著書『祝福を受ける人の
Bibleノート』（ミリオン・スマイル）他。檜原福音教会協力牧師。

青山学院大学国際政治経済学部卒業。日本ルーテル神学校卒業。香港
ルーテル神学校牧会宣教博士課程修了。牧師の傍ら、牧師４人による
ロックバンドのリーダーでもある。現在は教会外で４７都道府県を廻る No
 Church God Bless Japan Tour の最中。すすきの電車貸し切りライブ、
栃木県岩下の新生姜ミュージアムでのライブなどで話題を呼んでいる。
著書『すべての壁をぶっ壊せ！ ―ロッケン牧師の丸ごと世界一周―』
（日本基督教団出版局）。日本福音ルーテル東京教会牧師。

＜相模原キャンパス＞
説教・奨励者紹介

東京大学大学院人文社会系研究科西洋史学専攻修了、東京神学大学卒業
後、Union Theological Seminary in NY（Master of Sacred Theology）、
Princeton Theological Seminary（Ph.D.）。現在、聖学院大学人文学部
欧米文化学科准教授。その他、上智大学、国際基督教大学等で非常勤
講師を務める。翻訳『ボンヘッファーとキング ― 抵抗に生きたキリスト
者』（J・D・ロバーツ著、日本基督教団出版局）。日本キリスト教団高
幡教会会員。

國學院大學第一部文学部哲学科卒業。大阪釜ヶ崎その他で肉体労働を
しながら大学を卒業し、一般企業に就職。２００９年より都内の社会
福祉法人でしょうがい者支援に携わる。現在、社会福祉法人むくどりイク
トスマイム職員／社会福祉士、こども食堂「ぶどうの枝」代表。１９９３年
監督作品「２.０」が神奈川芸術祭映像コンクールにてグランプリを受賞。
２００７年CD「武蔵野ファンク」に参加（サックス及び作曲）。日本キリ
スト教団巣鴨ときわ教会会員。

中央大学法学部中退。高校の吹奏楽部にてアルトサックスを始める。大学
進学後、早稲田大学ハイソサエティーオーケストラ等でリードアルトを務
める。在学中よりプロ活動を開始。現在、ビッグバンド The Swingin’ 
Devils を主宰する傍ら、FUNK/SOUL バンド “OSAKA MONAURAIL”、
サルサバンド “ORQUESTA DEL SOL” のサックスプレーヤーとして活動
中。第１６回吉祥寺音楽祭ベストプレーヤー賞受賞。日本同盟基督教団
国立キリスト教会会員。

天理大学国際文化学部英米学科卒業。元陸上競技長距離選手。日本
国民体育大会３０００ｍ優勝、全国都道府県対抗女子駅伝区間賞（大会
MVP）受賞、アジアジュニア選手権３０００m優勝。渡韓し、サムスン
電子陸上部入団。トライアスロン韓国代表として北朝鮮大会に出場。現
在、本郷台キリスト教会スポーツ宣教師。日本福音キリスト教会連合本
郷台キリスト教会会員。

早稲田大学第一法学部卒業。三菱銀行に入行し、内幸町支店長、柏支店
長、人事部部長を経て、東京女子大学常務理事・事務局長を歴任。現在､
横須賀学院理事長。共著『コンピュータの勘どころ』、『銀行員の為のコ
ンピュータ入門』（金融財政事情）。日本キリスト教団銀座教会会員。

＜青山キャンパス＞
説教・奨励者紹介

岩  上  真歩子

神 山 み さ

木村 護郎クリストフ

奥 田 英 男

関 野 和 寛

島 田 由 紀

星 野 拓 也

向 井 志 門

鈴　木　まどか

保 々 和 宏

 いわ　  がみ  　 ま   ほ   こ 

 かみ　  やま
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